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中央教育審議会 (2012) の 「新たな未来を築く ための
大学教育の質的転換に向けて ~ 生涯学び続け, 主体的
に考える力を育成する大学へ~」 答中 (いわゆる 「質的
転換答中」) を一つの契機と して, 学士課程教育におい
て, アクティ ブ ・ ラーニ ングの導入が声高に議論されて
きた. 今日それらは学習指導要領の改訂議論と相俟つて, 
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教職大学院における力 リ キユラム改善の方向性を検討するために, 院生同士の学び合いに対する意識
の実態を把握することである. 兵庫教育大学教職大学院授業実践開発コースの院生計20名 (現職院生11 名, 学卒院生 9 名) 
を対象と した質間紙調査を実施(2016年 7 8 月) した. その結果, ①現職院生は, 意図的に学卒院生を指導することが
求められる学習場面を設定しなければ自ら指導したという意識を持ちにく いこと, ②学卒院生は授業力形成に資する学び
合いを期待しているのに対して, 現職院生は社会人と しての人間的な成長に資する関わり合いを期待しており, 両者の感
覚にずれのあること, ③現職 ・ 学卒院生共に, キャリアの異なる院生間で生じる指導 ・ 被指導関係が自已の成長を促す貴
重な学修経験になると認識していること等の実態が把握された. これらの結果より, 今後の教職大学院では, 現職 ・ 学卒
院生間の意識のずれを考慮し, 意図的に学び合いや指導 ・ 被指導関係が生じるよう な学習活動の設定と授業間の連携が重
要な課題となることが示唆された. 
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はじめに 形に集約されつつある. このこ とは, 初等中等教育で
「主体的 ・ 対話的で深い学び」 を推進できる教師の育成








「対話的」 学びについては, 先に佐藤 (1999) 
を①対象世界 (題材 ・ 教育内容) との対話, 
間との対話, ③自分自身との対話の 「三つの
した実践」 と して提唱してきたことの影響を
と考えられる. 佐藤の 「対話」 を重視する発
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いる. さらにこの考え方の延長線上で佐藤はジユデイス ・ 








プ型校内研修」 が唱えられる(村川, 2010) ようになり, 
横浜市 (2009) などのように市を挙げて 「ワークシヨツ
プ方式」 の研修会や授業研究を推奨する地域も現れてい
る .
振り返って, 教職大学院において 「主体的 ・ 対話的で
深い学び」 を推進できる教師の育成を意識するならば, 
少なく とも修学している院生の間に質の高い 「同僚性」





教職大学院のカリキュラムは, 共通科目, 専門科目, 
実習の 3 領域で構成される. これは本学においても適用
されている. 本コースにおいては, 2016年度までは, 共
通科目20単位, 専門科目20単位, 実習10単位の計50単位
が修了要件と して課されていた. この内, 共通科目は原
則として現職院生と学卒院生が別クラスでの履修 (別修) 
となっている. ( ここに言う現職院生とは現職経験を3 
年以上持つ院生, 学卒院生とは教員免許を持つものの現
職経験が 3 年未満の院生を指す. 本学では学卒院生のほ
とんどが現職経験を持つていない. ) それに対して専門
科目については, 本コースの始まり (2007年度先行実施, 
2008年度開設) から, 全ての科目について現職院生と学
卒院生が同一クラスでの履修(共修) であった. しかし, 
2013年度末の専門科目カリキュラムの見直しに際して, 
両者の教職経験の差に加えて両者の当面の課題 ( ミ ドル
リーダーと しての力量形成とスーパールーキーと しての
力量形成) の違いが大きすぎて, 全科目共修を続けるこ
とは得策でないとの結論に至った. 特にメ ンタリ ング, 
研究推進 , カリキュラムデザイ ン, 授業技術に関わる分
野についてはその弊害が大き く 認識されており, これら
については別修の方が望ましいと して, 現職院生向けと
学卒院生向けの 2 つのクラスに分割して開設されること
になった. その結果, 現職院生向けの科日と して, 「メ
ンタリ ングの理論と実践」 と 「学校カリキュラムのデザ
イ ンと推進体制」 が, 学卒院生向けの科目として 「授業









実践が進むとともに, 予想していたメ リ ッ ト とは別に, 
別修の結果, 現職院生向けの科目担当の教員と学卒院生
との関わり合いの希薄化, 学卒院生向けの科目の教員と
現職院生との関わり合いの希薄化という デメ リ ットが意
識されるよう になった. 加えて, 共通科目での別修も相
俟つて, 現職院生と学卒院生との間の関わり合いの希薄
化という デメ リ ッ ト も生じているのではないかとの疑念
も強く なっていった. ここにおいて, 教員 一院生間, 院








我々は , 先に 「教職大学院におけるボト ムア ッ プ型
FD活動の試み - 兵庫教育大学授業実践開発コースの
















あり, 現職院生11名, 学卒院生 9 名, 計20名であっ
調査は, 2016年 7 月から8 月にかけて実施された.
(2) 質問項目
た
質問項目を, 内容ごとに分類したのが表1 である. 
( i) 現職院生 ・ 学卒院生間の指導 ・ 被指導に対する入学
時の意識についての質問は6 項日で構成された. ( i i) 
学修過程における指導 ・ 被指導経験, ( iii) 現職院生 ・ 
学卒院生間の指導 ・ 被指導内容, ( iv) 指導 ・ 被指導に
よる学習効果の認知については, 昨年度の授業中, ゼミ, 
その他の場の3 つの場面に分けて質間した. なお, 授業
中を想定した質間について, ( ii ) では科目ごとに評定
教職大学院における院生同士の学び合いに関する意識実態の把握
表1 質問項目
(i) 現職院生 ・ 学卒院生間の指導 ・ 被指導に対する入学時の意識
現 学校現場にいた時, 後輩の教員を指導したり, ア ドバイ スしたりすることがありま したか. 
にあった ②ある程度あった ③少しあった ④全く なかった】 (具体的内容の自由記述) 
【①頻繁
現・ 学 入学当初, 教職大学院でス ト レー ト院生に指導やア ドバイ スをすること を想定していま したか. 
(学 : 入学当初, 教職大学院で現職院生から指導やア ドバイスを受けること を想定していましたか) 【①
想定していた ②想定していなかった】
現・ 学 現在, スト レート院生に指導やア ドバイスすることに対して, どのように感じていますか. 
(学 : 現在, 現職院生から指導やア ドバイスを受けることに対して, どのように感じていますか. ) 
意義> 【①意義があると思う ②特に何も思わない ③意義はないと思う】
< 
現 < 自分の気持ち> 【①積極的にやりたい ②特に何も思わない ③できるだけしたく ない】
学 現在, 現職院生からの指導やア ドバイスを, どの程度, 期待していますか. 
②少し期待している ③あまり期待していない ④全く 期待していない】
【①とても期待している
現 ス ト レート院生を指導したりア ドバイス したりする自信はどの程度ありますか. 
少しある ③あまりない ④全く ない】(理由の自由記述) 
【①とてもある ②
(i i) 学修過程における指導 ・ 被指導経験
現・ 学 スト レート院生に指導やア ドバイスをする機会はどの程度ありましたか. (学 : 現職院生から指導や
ア ドバイスを受ける機会はどの程度ありましたか. ) 【①頻繁にあった
った ④全く なかった】 < 昨年の講義中> < ゼミの時間> < その他> 
②ある程度あった ③少 しあ
(i i i) 現職院生 ・ 学卒院生間の指導・ 被指導内容
現・学 どのような指導やア ドバイスをしましたか. (学 : 指導やア ドバイスから, 
したか, ) < 昨年の講義中> < ゼミの時間> < その他> 
どのよ うなこと を学びま
(iv) 指導・ 被指導による学習効果の認知




指導やア ドバイスは, 自分の成長にプラスになったと思いますか. ) 【①とてもそう思う ②少
思う ③あまりそう思わない ④全く そう思わない】< 昨年の講義中> < ゼミの時間> < その
(v) 院生間での学び合いに対する期待
学 今後, 現職院生からどのようなことを学びたいですか. 具体的にお答えく ださい. 




















院生同士の関わり合いの中から どのよ う な学びを期待していますか, 















































その結果, 81.8% (9/11) (回答者数/総数, 以下同様) 
の者が 「とてもある」 または 「少しある」 と回答した. 
しかし, 教職大学院において自分が学卒院生に対して指




























































次に, 2 年間の教職大学院での学修過程における指導・ 
被指導経験について集計した. その結果を表2 に示す. 
現職院生と学卒院生が協働で模擬授業に取り組む








(5/11) , 学卒院生で87.5% 
(7/8) と最も高く なった. 反対に, 講義を中心に実施さ
れた 「教師の専門的思考と知識基盤」 では, いずれも経
験率が現職院生で9.1% (1/11) , 学卒院生で22.2% (2/9) 





現職院生の経験率が18.2% (2/11) , 9.1% (1/11) , 
(3/11) と低いのに対して, 










回での総復習 と しての課題演習が, 「教育実践課題解決





う場面があれば, 指導された (あるいは, 学ばせても
た) と感じやすく なるのではないかと考えられる. 

















































(3) 現職院生・ 学卒院生間の指導・ 被指導内容
上記の指導 ・ 被指導経験の具体的な内容について自由
記述による回答を帰納的に分類した. その結果を表3 に
示す. 得られた自由記述計64件は, 「授業作り, 板書や
発問ばかりに目を向けるのではなく て, ねらいが何であ
るかを考えるよう に助言した. (現職院生) 」 「授業を考
える
こと
(指導案を書く) 前に, 板書及び発問計画を考える 
生徒の活動の流れを考えることが必要だというこ
とを学びました. (学卒院生)」 など授業づく りに関する
こと (30件, 46.9%) , 「論文の書き方, 研究の方法, 教
科の考え方, 文献の集め方. (現職教育院生) 」 「研究に
関する授業モデルへのアドバイス. (学卒院生)」 など研
究に関すること(15件, 23.4%) , 「実際の生徒は0 0 な
ので ・ ・ ・ という よう なこと. (現職院生)」 など学校現
場の様子に関すること ( 8 件, 12.5%) , 「教員採用試験
の面接でう まく話すこと(現職院生)」 など教員採用試
験に関すること ( 6件, 9.4%) , 「全体で動く ときに担
当した役割をきちんとこなすためにやるべきこと (現職




































り, 両者には指導 ・ 
被指導内容の感覚にずれのある こ とが示された. これは, 
指導を受ける学卒院生側が, 実習や模擬授業の課題など, 
日先のことに意識が集中してしまっているためではない





(4) 指導 ・ 被指導による学習効果の認知
院生間の指導 ・ 被指導によ る学習効果の認知について
集計した. その結果を表4 に示す. 授業, ゼミ活動, そ
の他の場面で, 学卒院生に対して指導したことが自分の
プラスになったと肯定的に捉えている現職院生の比率は, 





それぞれ100.0% (9/9) , 
被指導内容 [件 ] 





































合計 37 27 64 (100.0%) 
表4 指導・ 被指導による学習効果の認知[人] 
場面 院生 肯定 否定




















































































































































































































































知するよう になったと考えられる. 言い換えれば, キャ
リアの異なる院生間で生じる指導 ・ 被指導関係は, 両者
にとって自己の成長を促す貴重な学修経験になりう るも
のであることが確認されたといえる. しかし, 前述した
よう に, 必ずしも両者の関わり を意図的に組み込んでい
ない現行の力リキユラムでは, 指導 ・ 被指導経験の内容
の認知に両者の隔たりが生じている. したがって今後は, 









て. (現職院生 )」 など情報交換に関するこ と (5/11, 
45.5% ) , 「教職大学院内だけでな く長く研究を交流して
106 
いけると思います. (現職院生) 」 など研究に関すること
(4/11, 36.4%) , 「お互いに刺激を与え合いたい. また, 
今も自分の研究を助けてもらっているのでこれからもそ
んな仲間でいたい. (現職院生)」 などお互いの励ましに
関すること (2/11, 18.2%) に分けられた. このことか
ら, 現職院生は, 研究に関する学び合いや情報交換など
での交流をお互いに期待している様相が把握された. 
学卒院生同士では, 9 人から自由記述計13件が得られ, 
「勉強に関しての情報交換 (学卒院生) 」 「実習等での情
報共有 (学卒院生) 」 など情報交換に関すること





, 22.2%) , 「お互いに励ま
(6/9, 
(学卒









院生) 」 など学校現場の様子に関すること(現職院生 : 0/ 
20, 0.0%, 学卒院生 : 3/20, 15.0%) , 「教材研究の仕方
(学卒院生) 」 など教材研究に関すること (現職院生 : 0/ 
20, 0.0%, 学卒院生 : 3/20, 15.0%), 「授業の方法(学
卒院生)」 など授業方法に関すること(現職院生 : 0/20, 
0.0%, 学卒院生 : 3/20, 15.0%) , 「授業づくりの具体的
な方法 (学卒院生)」 など授業づく り ・ 指導案に関する
こと (現職院生 : 0/20, 0.0% , 学卒院生 : 3/20, 15.0%) , 
教職大学院における院生同士の学び合いに関する意識実態の把握
「研究でも尊敬している. これから も学び合う 関係でい
たい. (現職院生) 」 など研究に関すること(現職院生 : 3 
/20, 15.0%, 学卒院生 : 0/20, 0.0%) , 「スト レート
(学卒院生) の方と話す中で自分の初心を思い出します. 
(現職院生)」 など自己の振り返りに関すること(現職院
生 : 4/20, 20.0%, 学卒院生 : 0/20, 0.0%) , 「現場で若
い先生方がなかなかフォーカスしないなと思う ことが多
かったので, それはこういう ことなのかと気づく ことは
あります. (現職院生)」 など社会人と しての心構えに関
すること (現職院生 : 2/20, 10.0%, 学卒院生 : 1/20, 




































しよう と していることが示唆されている. 現職員生は現
107 










































れがあること, ②学卒院生は , 授業において何らかの形
で現職院生と関わり合う場面があれば指導されたと感じ













けたと感じており, 両者には指導 ・ 被指導内容の感覚に
ずれのあること, ④キャリ アの異なる院生間で生じる指
導 ・ 被指導関係は, 両者にとって自己の成長を促す貴重





















で保障していく ために, 科目間の連携を進めていく こと
である.
もちろん, 今回の調査は限られた院生を対象とするも
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